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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 17日 (2004.11.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 埋 め 込 み 配 線 構 造 を 有 す る 半 導 体 装 置 の 少 な く と も 一 部 に 無 電 解 め っ き に よ る め っ き 膜
を 形 成 す る の に 先 だ っ て 、
　 前 記 配 線 材 料 と 非 固 溶 で 、 該 配 線 材 料 と 合 金 化 し て も 電 気 抵 抗 率 が 上 が ら な い 金 属 触 媒
で 触 媒 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 触 媒 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 配 線 材 料 は 銅 で 、 前 記 金 属 触 媒 は 銀 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 触 媒 処
理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 配 線 用 の 微 細 な 凹 部 を 有 す る 基 板 の 表 面 に 形 成 し た バ リ ア メ タ ル の 表 面 に 、 無 電 解 め っ
き に よ っ て め っ き 膜 を 形 成 す る の に 先 だ っ て 、 前 記 金 属 触 媒 に よ る 触 媒 処 理 を 行 う こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 触 媒 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 埋 め 込 み 配 線 構 造 を 有 す る 半 導 体 装 置 の 露 出 配 線 の 少 な く と も 一 部 に 、 無 電 解 め っ き に
よ っ て め っ き 膜 か ら な る 保 護 膜 を 選 択 的 に 形 成 す る の に 先 だ っ て 、 前 記 金 属 触 媒 に よ る 触



媒 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 触 媒 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 埋 め 込 み 配 線 構 造 を 有 す る 半 導 体 装 置 の 少 な く と も 一 部 に 無 電 解 め っ き に よ る め っ き 膜
を 形 成 す る の に 先 だ っ て 、 無 電 解 め っ き の た め の 触 媒 を 付 与 す る の に 使 用 さ れ る 触 媒 処 理
液 で あ っ て 、
　 前 記 配 線 材 料 と 非 固 溶 で 、 該 配 線 材 料 と 合 金 化 し て も 電 気 抵 抗 率 が 上 が ら な い 金 属 の 金
属 イ オ ン を 含 む こ と を 特 徴 と す る 触 媒 処 理 液 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 配 線 材 料 は 銅 で 、 前 記 金 属 イ オ ン は 銀 イ オ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載
の 触 媒 処 理 液 。
【 請 求 項 ７ 】
　 無 機 酸 ま た は 有 機 酸 を 更 に 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ま た は ６ 記 載 の 触 媒 処 理
液 。
【 請 求 項 ８ 】
　 配 線 用 の 微 細 な 凹 部 を 設 け た 基 板 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ る め っ き 膜 を 形 成 し 、 前 記
凹 部 内 に 配 線 材 料 を 埋 め 込 む の に 先 だ っ て 、
　 前 記 配 線 材 料 と 非 固 溶 で 、 該 配 線 材 料 と 合 金 化 し て も 電 気 抵 抗 率 が 上 が ら な い 金 属 触 媒
で 触 媒 処 理 を 行 い 、 こ の 触 媒 処 理 後 の 基 板 表 面 に 無 電 解 め っ き を 施 し た こ と を 特 徴 と す る
半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 埋 め 込 み 配 線 構 造 を 有 す る 半 導 体 装 置 の 露 出 表 面 の 少 な く と も 一 部 に 、 無 電 解 め っ き に
よ る め っ き 膜 か ら な る 保 護 膜 を 選 択 的 に 形 成 す る の に 先 だ っ て 、
　 前 記 配 線 材 料 と 非 固 溶 で 、 該 配 線 材 料 と 合 金 化 し て も 電 気 抵 抗 率 が 上 が ら な い 金 属 触 媒
で 触 媒 処 理 を 行 い 、 こ の 触 媒 処 理 後 の 基 板 表 面 に 無 電 解 め っ き を 施 し て 前 記 保 護 膜 を 形 成
し た こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 配 線 材 料 は 銅 で 、 前 記 金 属 触 媒 は 銀 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ま た は 記 載
の 半 導 体 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 無 機 酸 ま た は 有 機 酸 を 更 に 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
５ ま た は ６ 記 載 の 触 媒 処 理 液 で あ る 。 こ の 無 機 酸 ま た は 有 機 酸 の 濃 度 は 、 一 般 に は １ × ０
． ０ ０ ０ ０ １ ～ ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 、 好 ま し く は １ × ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 、 更 に 好
ま し く は １ × ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ０ ５ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 程 度 で あ る 。
　 記 銀 イ オ ン の 供 給 源 は 、 フ ッ 化 銀 、 硝 酸 銀 、 ア ル カ ン ス ル ホ ン 酸 銀 、 硫 酸 銀 ま た は 塩
化 銀 で あ る こ と
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 記 無 機 酸 は 、 フ ッ 酸 、 硝 酸 、 硫 酸 ま た は 塩 酸 で あ る こ と
　 記 有 機 酸 は 、 ア ル カ ン ス ル ホ ン 酸 ま た は カ ル ボ ン 酸 で あ る こ と こ の カ ル
カ ル ボ ン 酸 に は 、 シ ュ ウ 酸 や ク エ ン 酸 が 含 ま れ る 。
　 Ｈ ０ ． １ ～ ７ に 調 整 こ の ｐ Ｈ は 、 １ ～ ４ で あ る こ と が 好 ま し
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前
が 望 ま し い 。

前 が 望 ま し い 。
前 が 望 ま し い 。

ｐ は 、 一 般 的 に は さ れ る 。



く 、 ２ ～ ３ で あ る こ と が 更 に 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 配 線 用 の 微 細 な 凹 部 を 設 け た 基 板 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ
る め っ き 膜 を 形 成 し 、 前 記 凹 部 内 に 配 線 材 料 を 埋 め 込 む の に 先 だ っ て 、 前 記 配 線 材 料 と 非
固 溶 で 、 該 配 線 材 料 と 合 金 化 し て も 電 気 抵 抗 率 が 上 が ら な い 金 属 触 媒 で 触 媒 処 理 を 行 い 、
こ の 触 媒 処 理 後 の 基 板 表 面 に 無 電 解 め っ き を 施 し た こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 で あ る 。
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 埋 め 込 み 配 線 構 造 を 有 す る 半 導 体 装 置 の 露 出 表 面 に 少 な く と
も 一 部 に 、 無 電 解 め っ き に よ る め っ き 膜 か ら な る 保 護 膜 を 選 択 的 に 形 成 す る の に 先 だ っ て
、 前 記 配 線 材 料 と 非 固 溶 で 、 該 配 線 材 料 と 合 金 化 し て も 電 気 抵 抗 率 が 上 が ら な い 金 属 触 媒
で 触 媒 処 理 を 行 い 、 こ の 触 媒 処 理 後 の 基 板 表 面 に 無 電 解 め っ き を 施 し て 前 記 保 護 膜 を 形 成
し た こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 配 線 材 料 は 銅 で 、 前 記 金 属 触 媒 は 銀 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ま た は 記 載 の 半 導 体 装 置 で あ る 。
　 記 触 媒 処 理 銀 イ オ ン を 有 す る 触 媒 処 理 液 に 被 め っ き 面 を 接 液 さ せ て 行
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前 は 、 例 え ば わ れ
る 。
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